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一 般 相 談

家庭生活上の悩みごとや、いろ

いろな手続きなどについて相談に
応じ ます。なお、電話でも結構です。
相談日は、土・日曜祝日を除く

毎日。午前9時～午後4時
区役所1 階相談室

養 殖成功

元
渕
江
公
園
に
ホ
タ
ル
復
活

本
日
二
十
日
か
ら
一
般
公
開

ホ
タ
ル
の
養
殖
に
取
り
組
ん
で
四
年
目
。
今

年
は
、
昨
年
を
大
幅
に
上
回
り
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
だ
け
で
も
六
百
匹
の
発
生
を
期
待
で
き
そ
う

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
に
ホ
タ

ル
の
生
態
を
説
明
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ホ
タ
ル

幼
虫
は
、
清
硫
の
底
に
住
み
、

カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
の
淡
水
生
の
巻

貝
を

食
べ
て
成
長
し
、
成
虫

は
、
五
月
下
旬
頃
、
さ
な
き
か

ら
か
え
り
、
夜
間
に
活
動
し
て

発
光
し
ま
す
。

む
か
し
は
、
東
京
に
も
数
多

く
い
て
、
足
立
区
内
や
隅
田
川

に
も
発
生
し
、
ホ
タ
ル
狩
り
が

行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

ゲ
ン
ジ
六
百
匹
の
光

近
年
、
各
地
方
自
治
体
か
ホ
タ
ル

復
活
を
め
ざ
し
て
養
殖
を
衍
っ
て
い

ま
す
が
、
当
区
で
も
、
昭
和
五
十
二

年
の
秋
に
元
溯
江
公
園
に
養
殖
水
路

を
建
設
し
、
養
殖
に
取
り
組
ん
で
四

年
目
に
な
り
ま
す
。

ホ
タ
ル
養
殖
に
は
、
ホ
タ
ル
の
幼

虫
の
餌
と
な
る
淡
水
巻
貝
の
カ
ワ
ニ

ナ
を
養
殖
場
内
で
常
に
増
殖
さ
せ
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ
が

人
工
の
施
設
と
な
り
ま
す
と
大
変
ひ

ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、

カ
ワ
ニ
ナ
に
寄
生
虫
か
つ
く
と
全
滅

し
ま
す
し
、
水
温
・
水
質
の
調
盤
に

も
気
を
使
い
ま
す
。
井
戸
水
の
提
供

を
受
け
、
循
環
使
用
し
て

い
ま
す

が
、
自
然
の
川
の
水
質
の
状
態
に
は

な
か
な
か
な
ら
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、日
頃
の
男
力
か
み
の
り
、

昭
和
五
十
四
年
か
ら
、
区
で
も
養
殖

場
で
ホ
タ
ル
の
養
殖
生
産
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
气

昨
年
は
、
ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル
百
二
十
匹
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
百
八
十
匹
で
し
た
が
、
今
年
は
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
だ
け
で
も
六
百
匹
ぐ

ら
い
発
生
し
そ
う
で
す
。

近
年
は
、
足
立
ほ
で
も
都
市
化
に

よ
り
、
豊
富
で
あ
っ
た
自
然
か
失
な

わ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
袗
、
夏
の

夜
の
風
吻
と
し
て
親
し
ま
れ
た
ホ
タ

ル
の
飛
翔
を
再
現
し
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ど
う
ぞ
ご
家
族
づ
れ
で
ご

観
賞
く
だ
さ
い
。

ホ
タ
ル
狩
り
を
す
る
と
い
う
ほ
ど

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
都
会
で
生
ま

れ
た
筒
重
な
ホ
ク
ル
ー
今
や
幻
の
生

物
と
な
り
つ
つ
あ
る
ゲ
ン
ジ
ポ
タ
ル

ー
の
神
秘
的
な
光
そ
お
子
さ
ん
と
一

赭
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

昼
間
で
も
ホ
タ
ル
の
光

区
で
は
、
展
示
場
を
整
備
し
て
、

昼
間
で
も
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
タ
ル
だ
け
で
な
く
、
今

で
は
東
京
区
部
に
お
い
て
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
气

ナ
マ
ズ
や

ウ
ナ
ギ
な
ど
の
水
辺
の
生
吻
も
あ
わ

せ
て
幅
広
く
展
示
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

な
お
、
見
学
に
際
し
て
は
、
係
員

の
説
明
を
お
聞
き
い
た
だ
い
た
り
、

展
示
パ
ネ
ル
を
見
な
か
ら
、
ホ
タ
ル

の
生
態
を
十
分
ご
観
察
く
だ
さ
い
。

期
間

五
月
二
十
日
上
(
月
十
日
(

無
休
)

時
間

▽
平
日
・
日
曜
日
'・・
午
前
十

時
～
午
後
四
時

▽
土
曜
日
・
=午

前
十
時
～
午
後
九
時
(
た
だ
し
、

正
午
～
午
後
一
時
を
除
く
)

場
所

元
渕
江
公
園
内
ホ
タ
ル
養
殖

場
(
保
木
閧
一
了
一
匕
-
一
)

費
用

無
料

問
合
せ
先

公
園
管
理
係
、
ま
た
は

元
溯
江
公
聞
事
務
所

　
八
へ
四
-

五
五
七
七

成育状態を観察

悩みごとや心配ごと

一度ご相談ください
もより の福祉事務所へお気軽に

福
祉
事
務
所
で
は
、
次
の
よ
う
な

相
談
や
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。

□
母
子
家
庭
の
方

二
十
歳
未
膺
の
児
童
を
か
か
え
て

い
る
母
子
家
庭
の
経
済
上
の
問
題
、

児
童
の
就
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す貸
付
制
度

経
済
的
自
立
の
助
成
を・

目
的
と
し
て
、
事
葉
開
始
・
継
続

資
金
、
住
宅
補
修
金
、
就
職
・
就

学
支
度
金
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て

貸
付
け
ま
す

母
子
寮

生
薦
環
境
を
変
え
て
児
童

を
養
育
し
た
い
母
子
家
庭
の
方
に

母
子
寮
が
あ
り
ま
す
。
'ま
た
、
急
に

宿
泊
先
の
な
く
な
っ
た
母
子
の
だ

め
の
一
時
保
護
所
も
あ
り
ま
す

母
子
休
養
事
業

丿
力
所
の
国
民
宿

舎
を
年
一
回
、
一
泊
二
日
に
限
り

無
料
で
利
用
で
き
ま
す

介
護
人
派
遣

病
気
で
児
童
の
世
話

に
困
っ
た
時
、
介
霞
人
を
派
冴
し

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ

め
対
象
家
庭
と
し
て
登
録
す
る
必

響
が
あ
り
ま
す

□
ご
婦
人
の
方

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
か
ら
逃
れ

て
一
時
的
に
保
護
を
求
め
る
婦
人
、

そ
の
他
複
雑
な
問
體
を
か
か
え
て
お

困
り
の
婦
人
を
対
象
に
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す

貸
付
制
度

経
済
的
自
立
の
助
成
を

目
的
と
し
て
、
事
業
開
始
・
継
続

資
金
、
技
能
修
得
賢
金
、
療
養
賢

金
等
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
客
者
福
祉
司
が
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装
具
や
更
生

医
累
の
給
付
な
ど
身
体
障
害
者
の
福

祉
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

□
精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
こ
と
で
お

困
り
の
方

精
神
薄
弱
者
福
祉
司
が
、
援
護
施

設
へ
の
入
所
、「
愛
の
手
帳
」
の
交
付

な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
老
人
の
方

老
人
福
祉
指
4
主
事
が
、
老
人
ホ

ー
ム
入
所
、
老
人
家
庭
奉
仕
銭
の
派

遣
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
な
ど
の

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
生
活
保
護

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
働
け
な

く
な
り
、
収
入
が
臧
っ
た
た
め
生
活

費
や
医
廉
賢
に
お
困
り
の
方
に
は
、

生
活
保
麗
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

相
談
日

毎
週
月
曜
口
～
土
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時
(
土
曜
日

は
正
午
ま
で
)

□
児
童
相
談

児
童
福
祉
司
が
、子
供
の
し
つ
け
、

養
育
、
障
害
児
な
ど
子
供
の
問
題
に

つ
い
て
の
相
談
に
当
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
毎
週
月
・
木
曜
日
午
前
中

□
家
庭
相
談

夫
婦
、親
子
、恋
愛
な
ど
人
間
関
係

の
こ
と
や
、
婚
姻
・
相
続
な
ど
身
分

上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
家
庭
相
談
艮

が
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の

午
後
一
時
～
五
時

□
ろ
う
あ
者
の
方

手
話
通
訳
者
が
、
ろ
う
あ
者
の
方

の
相
駁
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
・
相
談
場
所

▽
毎
月
第
一
木
皿
日

午
後
一
時
～

四
時
、
足
立
福
祉
事
務
所
(
千
住

柳
町
匸
〒
五

　
八
八
八
-
三

】四
一
)

▽
毎
月
第
二
木
曜
日

午
後
一
時
～

四
時
、
中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原

一
〒
一
〇
一
一
〇

　
八
八
九
-

一
四
八
一
)

▽
毎
月
第
三
木
曜
日
午
後
一
時
～

四
時
、
東
都
福
祉
事
務
所
(
東
綾

瀬
一
1
五
-
一
七
　
六
〇
五
!
七
一

○
五
)

▽
毎
月
第
四
木
曜
日

午
後
一
時
～

四
時
、
西
部
福
祉
事
務
所
【
鹿
浜

ニ
ー
ニ
四
一

二

　
八
九
七
一
五

〇

】一
)

▽
毎
月
第
四
月
曜
日

午
後
一
時
～

四
時
、
北
部
福
祉
事
務
所
(
竹
の

塚
一
〒

二
五
上

七

　
八
八
三

上
(
八
〇
〇
)

問
合
せ
先

各
福
祉
事
務
所

結城農場から報告

里帰りの桜
元気です! !

今
年
の
二
月
に
、
米
国
か
ら
桜

肭
木
三
千
本
と
東
京
都
知
事
の
命

名
に
よ
る
「
レ
ー
ガ
ン
催
」
が
足

立
区
に
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
桜
は
、
現
在
「
日
本
花
の
会
」

紬
城
農
場
(
茨
城
県
)
で
元
気
に

育
っ
て
い
ま
す
。

四
月
こ
十
七
口
、古
性
区
畏
は
、

来
日
中
の
、
「
レ
ー
ガ
ン
桜
」
生

み
の
親
で
あ
る
ロ
ー

ラ
ン
ド
・
M
・
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
氏
と
と

も
に
、
桜
の
成
育
状

況
*・
視
察
す
る
た

め
、
結
城
農
場
を
訪

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
三
十

日
に
は
、「
レ
ー
ガ
ン

桜
」
植
樹
予
定
地
の

舎
人
森
林
公
園
を
鈴

木
知
嶇
が
訪
れ
、
同

席
し
た
区
艮
や
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
氏
と
東

京
の
新
し
い
"
桜
の

圜
"
づ
く
り
に
つ
い

て
歓
談
し
ま
し
气

区長(中央) とともに

結城を

訪れたジェファーソン氏( 左)

7月1 日　事業所統計調査
ご協力お願いします

本
年
七
月
】
口
に
は
、
全
国
一
斉

に
事
業
所
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。事

業
所
統
計
調
査
は
、
三
年
ご
と

に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
事
業
の
種
類

や
従
業
者
な
ど
事
業
所
に
関
す
る
基

本
的
事
項
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
は
、地
域
別
、産
業
別
、
規
模

別
な
ど
の
分
布
を
明
ら
か
に
し
て
、

各
種
行
政
施
策
の
企
画
立
案
の
た
め

の
基
礎
賢
科
を
得
る
た
め
に
行
わ
れ

ま
す
。

調
査
員
か
伺
い
ま
し
た
ら
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

統
計
係

公
職
選
拳
法
の
一
部
改
正
に
よ
る

ポ
ス
タ
ー
・
ス
テ
ッ
カ
ー
の

禁
止
と
立
札
・
看
板
等
の
制
限

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

後
援
団
体
の
立
札
、
看
板
、
公

職
の
候
補
者
、
ま
た
は
後
援
団
体

の
事
穆
所
、
連
絡
所
等
を
表
示
す

る
ポ
ス
タ
ー
、
ス
テ
y
カ
ー
が
氾

監
し
、
街
の
美
化
を
損
ね
る
等
の

批
判
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
従

来
の
ポ
ス
タ
ー
、
ス
テ
y
カ
ー
等

の
掲
示
が
禁
示
さ
れ
、
立
札
、
看

板
の
総
数
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

後
援
団
体
が
政
冶
盾
助
の
た
め

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

札
、
看
板
等
の
数
は
、
候
補
者
の

後
援
団
体
を
通
じ
て
政
令
で
定
め

る
総
数
の
範
囲
内
と
な
り
ま
し

た
。ま

ぺ

候
補
者
の
氏
名
お
よ
ぴ

後
援
団
体
の
名
称
を
表
示
す
る
ポ

ス
タ
ー
等
で
、
当
該
公
職
の
候
補

者
、
も
し
く
は
後
援
団
体
の
政
冶

清
動
の
た
め
に
便
用
す
る
募
務
所

・
連
絡
所
を
表
示
す
る
も
の
、
さ

ら
に
、
後
援
団
体
の
構
成
員
で
あ

る
こ
と
を
表
示
す
る
も
の
は
掴
示

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ
。

あ
き
家
都
営
住
宅

地
元
割
当
の
登
録
者
募
集

足
立
区
に
割
当
ら
れ
た
、
あ
き

家
都
営
住
宅
の
登
録
者
を
募
集
し

ま
す
。

今
回
の
募
集
は
、
申
込
日
現
在

足
立
区
内
に
居
僅
し
て
い
る
方
を

対
象
と
し
た
、
都
営
住
宅
に
あ
き

家
が
発
生
し
た
と
き
の
た
め
に
、

あ
ら
か
じ
め
入
居
者
を
決
め
て
お

く
も
の
で
す
。

今
回
募
集
の
登
録
者
数

▽
第
一
種
住
宅
(
一
般
世
帯
向
)

―
:百
十
九
名

▽
第
二
種
住
宅
(
一
般
世
帯
向
)

・・古
三
十
七
名

▽
特
別
低
所
得
住
宅
(
一
般
世

帯
向
)
=
一十
五
名

用
紙
交
付
期
間

五
月
二
十
二
日
!

二
十
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日

の
午
後
と
休
日
を
除
く
)

用
紙
交
付
場
所

区
民

生
活
係
(

区
役
所
一
陪
)
、第
二
庁
舎
、

各
出
張
所

申
込
受
付
期
間

五
月
二
十
二
日
!

二
十
日

※
前
回
(
五
月
六
日
～
十
二
日
)

の
都
公
募
に
応
募
し
た
万
も
応
募

で
き
ま
す
。
ま
た
、
申
込
資
格
な

ど
く
わ
し
く
は
「
申
し
込
み
の
し

お
り
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

区
民
生
活
係

七
月
分
の
受
付
け
を
し
ま
す

湯
河
原
区
民
保
養
所

七
月
分
の
叉
付
け
登
(
月
一
日

か
ら
開
始
し
ま
す
。
一
日
は
、
区

役
所
七
陪
で
抽
選
し
ま
す
の
で
、

午
前
九
時
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
抽
選
後
は
、
六
月
分
の
あ
き

室
と
一
緒
に
、
利
用
し
た
い
日
の

三
日
前
ま
で
区
民
生
活
係
で
受
付

け
ま
す
。

休
館
日

▼
六
月
・・・
九
日
・
十
日

・
二
十
三
日
・
二
十
四
日
　

▼
七
月
・
=七
日
・
八
日
・
二
十

一
日
・
二
十
二
日

利
用
料
金
(
一
泊
二
食
付
)

▼
大
人
(
中
学
生
以
上
)
・
=三

千
円

▼
子
供
(
四
蔵
以
占
=

一
千
五
百
円

申
込
資
格

区
内
在
住
・
在
動
の

方
で
、
二
人
以
上
、
二
泊
以
内

で
す

問
合
せ
先

区
民
生
活
係



昭 和56 年5 月20 日区 の お 知 ら せ ( 2)

保
健
・
衛
生
受
診
・
受
講
は

お
早
め
に

四
十
歳
か
ら
の

女
性
の
健
康
づ
く
り

保
健
栄
養
教
室

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、
成

人
病
の
赤
信
号
と
い
わ
れ
る
高
血
圧

や
肥
岡
な
ど
が
急
速
に
増
え
始
め
る

四
十
歳
の
女
性
を
対
象
に
、
一
教
室

三
日
制
の
保
健
栄
責
教
室
を
開
催
し

ま
す
。対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
、

各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
か
ら
佃
別

に
通
知
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
栄
養
講
習
、
運
動

な
ど
を
基
本
に
し
て
、
医
師
や
ス
ポ

ー
ツ
指
導
員
等
と
と
も
に
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

第
一
日
目
=
・若
さ
を
保
つ
栄
養
学

第
二
日
目
・
=う
す
味
と
バ
ラ
ン
ス
食

第
三
日
目
…
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

自
分
ば
か
り
で
な
く
家
族
全
員
の

健
康
管
理
と
し
て
も
。
受
講
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
教
室
の
受
講
料
は
無

料
で
す
が
、
希
望
者
に
は
貧
血
検
査
(

二
百
九
十
円
)
も
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
先

▽
足
立
保
健
所
(
　
八

五
五
一
四
一
五
一
)

▽
千
庄
保

健
所
(
　
八
八
八
一
四
二
七
七
)

▽
中
央
本
町
保
健
相
談
所
(
八
八

〇
土

二
(
五
)

▽
東
和
保
健

相
談
所
(
　
六
〇
六
-
四
一
七
一
)

▽
江
北
保
健
相
談
所
(
　
八
九
六

―
四
〇
〇
四
)

成
人
病
検
診

日
本
人
の
死
亡
順
位
で
卜
y
プ
を

占
め
て
い
る
成
人
病
(
心
臓
病
、
脳

卒
中
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
)
の
、

早
期
発
見
お
よ
び
予
防
を
目
的
と
し

た
、
成
人
病
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
樊

芯

ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま

し
I
つ
。(
た
だ
し
、
冐
・
子
官
ガ

ン
検
診
は
行
い
ま
せ
ん
)

□
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
九
時
～

十
時
受
付

対
象

区
内
に
居
住
す
る
三
十
歳
以

上
の
方

費
用

五
千
円
裡
度

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

　
八
五
五
一
四
}
五

】

□
千
住
保
健
所

曰
時
毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
～

一
時
三
十
分
受
付

対
象

区
内
に
居
住
す
る
膺
三
十
歳

以
上
の
方

費
用

五
千
円
程
度

申
込
方
法

一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

千
僅
保
健
所
予

防
課

　
八
八
八
一
四
二
七
ヒ

看
護
教
室

日
時

五
月
二
十
八
日
(
木
)
午
後

一
時
三
十
分
!
二
時
三
十
分

場
所

氷
川
神
社
社
務
所
(
舎
人
五
-

一
九
-
二
二
)

内
容

仕
事
と
硬
痛
・
屑
こ
り
に
つ

い
て
(
腰
痛
予
防
と
冶
療
の
体
操
)

※
当
日
は
、
体
操
を
し
ま
す
の
で
、

ス
ラ

。ク
ス
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

電
話
予
約
(
当
日
直
接

会
場
へ
参
加
も
可
)

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所
保

健
指
導
担
当

　
八
五
五
-
四
一

五
一

が
ん
の
早
期
発
見

の
た
め
に

胃

の

検

診

対
象

崗
三
十
五
歳
以
上
の
区
民
で

過
去
一
年
以
内
に
検
診
を
受
け
て

い
な
い
方
(
た
だ
し
、
胄
の
手
術

を
し
た
方
や
冐
の
病
気
で
治
療
中

の
方
は
検
診
で
き
ま
せ
ん
)

検
診
日
・
場
所
・
定
員

検
診
日
程

表
の
と
お
り

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
記
入
例
に

よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

五
月
二
十
三
日
(
当
日

惴
印
有
効
)

※
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
は
、
一
人
一
枚

で
、
多
数
の
場
合
は
抽
遇
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
希
望
日
以
外
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
‘で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健
所
予

防
課

　
八
八
八
1
四
二
七
七

検 診 日 程 表

ハガキの記入例

精
神
衛
生
相
談

日
時
六
月
四
日
(
木
)
午
後
一
時

三
十
分
～
二
時
三
十
分

場
所

江
北
保
健
相
談
所

費
用

無
料

担
当

専
門
医

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健
相
談

所

　
八
九
六
i
四
〇
〇
四

三
歳
児
の
た
め
の

栄
養
講
習
会

日
時

五
月
二
十
九
日
(
金
)
午
後

一
時
三
十
分
圭
二
時
三
十
分

場
所

江
北
保
健
相
談
所

対
象

三
歳
の
お
子
さ
ん
と
母
親

内
容

幼
児
の
食
事
に
つ
い
て
(
偏

食
、お
や
つ
な
ど
)

費
用

無
料

申
込
方
法

竃
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健
相
談

所

　
八
九
六
i
四
〇
〇
四

就
労
母
親
学
級

日
時

六
月
六
日
(
土
)
午
後
一
時

～
四
時
三
十
分

場
所

千
佳
保
健
所
講
堂

対
象

勵
い
て
い
る
妊
婦
さ
ん

定
員

二
十
五
名
(
先
署
順
)

内
容

映
画
、
妊
娠
の
生
理
、
お
産

の
経
過
、
妊
娠
中
の
栄
養
、
赤
ら

や
ん
の
青
て
方
、
貿
疑
応
答

申
込
方
法

直
接
ま
た
は
一
話
で

申
込
期
限

六
月
四
日

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健
所
業

務
係

　
八
八
八
-
四
二
七
七

出
張
栄
養
相
談

乳
幼
児
を
お
持
ち
の
方
か
ら
高
齢

者
の
方
ま
刄

お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時

五
月
二
十
九
自
(
金
)
午
後

二
時
!

二
時
三
十
分

場
所

第
卜
二
出
張
所

※
な
お
、
当
日
み
そ
汁
(
残
っ
た
も

の
百
`
程
度
)
を
お
持
ち
に
な
れ

ば
、
無
料
で
塩
分
の
測
定
を
し
ま

す
。

問
合
せ
先

千
僅
保
健
所
栄
養
担
当

　
八
八
八
―
四
二
七
七

ぜ
ん
息
等
公
害
病
で
お
悩
み
の
方
へ

認
定
申
請
は
お
早
め
に

足
立
ほ
は
、
公
害
健
康
被
客
補
僕

法
に
基
づ
い
て
『
大
気
汚
染
地
域

』

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
妓
指
定
さ
れ
て
五
年
余
に
な
り

ま
す
が
、
呼
吸
絡
系
疾
思
の
方
は
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
区

内
で
、
三
千
八
百
名
の
方
々
か
公
薯

病
患
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
ま

す
。こ

の
「
公
害
健
康
被
害
禰
償
制
度
」

は
、
大
気
汚
染
等
の
公
害
に
よ
る
健

康
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
方
々
の
経

済
的
、・
肉
体
的
被
害
含
補
僕
し
、
公

正
な
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
思
者
が
公
害

病
と
認
定
さ
れ
る
と
「
公
害
医
療
手

帳
」
か
交
付
さ
れ
、
そ
の
医
療
費
が

無
料
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
種
々
の
給
付
令
受
け

る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

次
の
よ
う
な
病
気
の
た
め
に
お
悩

み
の
方
は
、
公
害
病
の
紹
定
申
屑
が

で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
害
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
病
気

▽
慢
性
気
管
支
炎

▽
気
管
支
ぜ
ん
息

▽
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎

▽
肺
気
し
ゅ

▽
右
の
疾
患
の
続
発
症

認
定
申
請
が
で
き
る
方

▼
申
駒
時
に
区
内
に
居
住
し
て
い

る
方

▼
申
請
時
に
区
内
に
通
動

・
通
学
(通
常
一
日
八
時
間
以
占

し
て
い
る
方

認
定
申
請
の
際
必
要
な
も
の

▼
医
師
の
診
断
一
と
そ
の
領
収

一

▼
住
民
票
(
出
張
所
窓
口

で
診
断
書
を
提
示
す
る
と
無
料

で
交
付
さ
れ
ま
す
)

▼
健
康

保
険
証

▼
預
金
通
帳
(
思
者

が
十
五
歳
未
膺
の
場
合
は
保
護

者
名
儀
の
通
帳
、
十
五
歳
以
上

の
方
ぱ
本
人
名
儀
の
通
帳
)

▼
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先

公
害
病
補
償

認
定
係

6 月の献血

日
時
・
場
所

▽
一
日
(
月
)
・・・

竹
の
塚
駅
東
口

▽
六
日
(
土
)
・・・
北
千
住
駅
西
口

▽
八
日
(
月
)
・・・
北
千
住
駅
西
口

▽
十
日
(
水
)
・・・
西
新
井
駅

西
口

▽
十
一
日
(
木
)
・・・第
十
一

中
学
校

▽
十
二
日
(
金
)
・
=飯
田
百

貨
店
鹿
浜
支
店

▽
十
五
日
(
月
)
・・・北
千
僅

駅
西
口

▽
十
六
日
(
火
)
・・・
朝
日
俾
用
金

庫
(
関
原
三
丁
目
)

▽
十
八
日
(
木
)
・・・
青
木
儒
用
金

庫
(

一
ッ

家
二

丁
目
)

▽

二

十
日
(
土
T

竹
の

塚

駅

東
口

▽

二

十
二

日
(

月
)

・・・
北

千

住
駅

西

口
▽

二

十
四

日
(

水
)
=

・
綾

瀬

駅
西

口

▽

二

十
五

日
(

木
)

・
・・
都

第

六
建

設
事

務
所
(

千

住

東
二
丁

目
)

▽

二

十

九
日
(

月
)

・
・・
竹

の

塚

駅

東
口

▽

三

十
日
(
火
)
・
・・
北
千

住
駅

西

口

時

間

い

ず
れ

も

、
午

前
十

時
～

午

後
三

時
三

十
分

問

合
せ

先

保

健
予

防

係

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
道
工

事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
ぴ
、
次
の
地
餓
(
上

表
の
と
お
り
)
の
工
事
終
了
に
伴

い
、
水
洗
化
か
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、
三
年
以
内
に
水
洗
化
の
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

水
洗
化
可
能
地
域

上
表
の
地
域

供
用
開
始
年
月
日

四
月
二
十
八

日
(

た
だ
し
、
栂
鳥
一
丁
目

は
、
四
月
三
十
日
)

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支
所
(

　
六
〇
一
〒

八
八
二
二
)
、

ま
た
は
区
役
所
下
水
道
課
(
　

八
八
九
-
六
一
六
一
)

水 洗 化 可 能 地 域一 覧 表

愛
犬
家
の
方
へ

愛
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
糞

の
あ
と
仕
末
を
お
忘
れ
な
く
。

町ぐるみの協力で

今のうちに

ハエやカの退治を

そ
ろ
そ
ろ
ハ
エ
や
力
が
発
生
す
る

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

ど
ぷ
や
水
た
ま
り
な
ど
不
衛
生
な

と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
、
こ
の
有
害
な

昆
虫
を
い
ま
の
う
ち
に
退
冶
し
ま
し

ょ
う
。

区
で
は
、
こ
の
四
月
か
ら
「
昆
虫

驅
除
作
業
班
」
を
く
り
出
し
て
い
ま

す
。
駆
除
班
は
、
主
に
不
衛
生
な
と

こ
ろ
や
ど
ぶ
、
水
た
ま
り
な
ど
を
巡

回
駆
除
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

近
所
で
佃
人
で
は
手
に
ね
え
な
い
場

所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

曜
除
班
は
、
九
月
一二
十
日
ま
で
活

動
し
ま
す
。

有
害
な
昆
虫
駆
除
は
、
一
軒
で
何

度
行
っ
て
み
て
も
効
果
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
ぐ
る
み
で
行
っ
て
こ
そ

効
果
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

区
で
は
、
町
会
・
自
治
会
に
殺
虫

剤
を
五
月
下
旬
に
配
布
す
る
予
定
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
有
害
な
昆
虫
駆
除
に
つ
い
て
の
連

絡
や
相
談
は
、
区
役
所
衛
生
係
へ
ど

う
ぞ
。

外
出
時
は
気
を
つ
け
て

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

日
差
し
が
次
第
に
強
ま
っ
て
く

る
季
節
か
や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ

の
頃
に
な
る
と
光
化
学
ス
モ
'
グ

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で

戸
外
で
卮
助
さ
れ
る
方
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

東
京
で
は
昨
年
、
光
化
学
ス
モ
'

グ
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
の
は

十
三
回
(
足
立
を
含
ひ
東
部
地
区

で
は
ゼ
ロ
回
)
で
、
一
昨
年
に
次

い
で
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
七
月
末
か
ら
八
月

に
か
け
て
記
録
的
な
冷
夏
に
よ
る

気
象
条
件
で
高
濃
度
の
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
か
発
生
し
や
す
い
日
が
少
な

か
っ
た
た
め
で
、
今
後
も
気
象
条

件
い
か
ん
に
よ

。て
は
、
十
分
悪

化
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

光
化
学
ス
モ

。グ
は
、
自
動
車

や
エ
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒

素
酸
化
物
と
炭
化
水
素
が
太
腸
の

紫
外
線
を
受
け
、
複
雑
な
化
学
反

応
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
、
眼

や
粘
膜
の
刺
激
、
植
物
な
ど
に
被

害
を
起
こ
し
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
'
グ
を
防
ぐ
に
は
、

特
に
自
動
車
交
通
量
の
削
減
な
ど

に
よ
っ
て
、
排
気
ガ
ス
に
よ
る
汚

染
吻
質
の
絶
対
量
を
減
ら
す
こ
と

が
重
要
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
自
助
車
の

利
用
を
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
注
意
報
が

発
令
さ
れ
た
と
き
は

光
化
学
ス
モ
ヴ
グ
注
意
報
な
ど

は
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
報

道
さ
れ
ま
す
。
区
で
は
出
張
所
や

区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
発
令
の
掲

示
板
を
掲
げ
注
意
を
う
な
が
し
ま

す
。
発
令
が
出
た
と
き
は
、
次
の

こ
と
を
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
マ
イ
カ
ー
な
ど
自
助
車
の
便
用

は
極
力
さ
け
ま
し
I

つ

▽
外
出
や
一
尸
外
で
の
激
し
い
運
動

は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
″

う
。
特
に
お
年
寄
り
や
乳
幼
児

は
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
注

意
し
ま
し
I
つ

▽
眼
や
の
ど
に
痛
み
を
感
じ
た
ら

洗
眼
ソ
つ
が
い
を
し
、
さ
ら
に

胸
が
苦
し
く
な
る
よ
う
で
あ
っ

た
ら
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し

ょ
う

◎
被
書
を
受
け
た
方
は
。
お
手
数

で
も
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
　
　
《
公
書
対
策
係
》

家
庭
用
計
量
器
無
料
検
査

ご
家
庭
で
使
用
中
の
計
量
器
検

査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
検
査
の

結
果
不
良
品
の
続
整
も
し
ま
す
の
'

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
計
一
樋

体
渥
計
。
寒
暖
計

血
圧
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
。キ

″
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
、
ベ
ビ
ー
ス

ケ
ー
ル
な
ど
の
家
庭
用
は
か
り

第
一
回
目
-
日
時

六
月
四
日
(

木
)
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所

竹
の
塚
第
一
団
地
第
一
集

会
所
(
竹
の
塚
三
上

一
上

九
)

第
二
回
目
-
日
時

六
月
五
日
(

金
)
午
前
十
詩
～
午
後
四
時

場
所

東
綾
瀬
団
地
第
一
集
会
所
(

東
綾
瀬
一
〒

匸
〒
四
)

問
合
せ
先

消
費
生
活
係
、
ま
た

は
東
京
都
計
一
協
会

　
四
三

四
-
六
五
九
一

国
民
年
金
相
談

年
金
の
専
門
官
か
、
質
問
や
相

陝
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

六
月
三
日
(
水
)
午
前
十

畤
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
・
問
合
せ
先

国
民
年
金
踝
(

区
役
所
二
階
)
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区
展
作
品
募
集

芸
術
・
文
化
を
愛
す
る
区
民
の
作

品
発
表
の
鳩
と
し
て
観
し
ま
れ
て
き

た
足
立
区
展
も
、
今
同
で
卜
五
回
目

今
迎
え
ま
し
气

今
年
は
、
区
民
待
皇
の
展
示
場
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
酉
新

井
区
民
ホ
ー
ル
で
、
六
月
二
十
一
日

か
ら
七
月
十
ヒ
日
ま
で
開
催
し
ま

す
。区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
は

ど
な
た
で
も
応
蕚
で
き
ま
す
す
。

ふ
る
っ
て
力
作
を
お
よ
せ
く
だ
さ

い
。

□
応
募
作
品
規
定

少
年
の
部

▽
洋
画
・・・
油
絵
・
水
彩

画
・
版
画
で
三
十
号
以
下
、
仮
縁

以
L
の
順
装
で
飾
付
け
ひ
も
付
き

一
名
一
点
、
中
学
三
年
ま
で

▽
彫
塑
・・・
作
品
材
質
は
、
特
に
制

隕
な
し
。
大
き
さ
は
、
一
卩
四
方

以
内
で
、
一
名
三
点
以
内

▽
書
道
‘・・
漢
字
・
か
な
で
半
切
仮

巻
以
上
、
一
名
】
点
で
小
学
三
年

～
中
学
三
年
ま
で

一
般
の
部

▽
洋
画
・・・
油
絵
・
水
彩

画
・
版
画
五
十
号
以
下
、
仮
縁
以

上
の
順
装
で
飾
付
け
ひ
も
付
き
一

名
二
点
以
内

▽
彫
塑
・・・
少
年
の
部
に
同
じ

▽
書
道
・
=漢
字
・
か
な
・
近
代
詩

文
・
前
衛
・
て
ん
刻
・
刻
宇
で
軸

抜
か
額
装
、
粋
張
と
し
、
九
十
一

芍
X
百
八
士

辱
以
内

□
応
募
方
法
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い

※
な
お
、
申
込
用
紙
・
要
項
は
文
化

係
、
ま
た
は
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

□
搬
入
・
搬
出
日
時
・
場
所
・
展
覧

期
間
・・・
上
表
の
と
お
り

※
た
だ
し
、
展
覧
期
間
中
で
も
、
毎

週
火
曜
日
は
、
休
館
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
文
化
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

廡毎週火曜 日は 休館日です。

ひろば
□
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
練
習
会

日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
六
時
三

十
分
～
八
時
三
十
分

場
所

区
立
第
九
巾
学
校
体
宵
館

対
象

膚
十
六
歳
以
上
の
一
般
区
民
(

初
心
者
歓
迎
)

指
導
呵
(
ス
ヶ
y
ト
ボ
ー
ル
連
盟

所
属
指
導
員

申
込
・
問
合
せ
先

区
バ
ス
ケ
'
卜

ボ
ー
ル
連
盟
事
務
局
(
ス
ポ
ー
ツ

デ
イ
ト
内

阿
出
川

　
八
八
六

一
四
六
五
五
)

□
書
道
教
室
会
員
募
集

日
時

毎
月
第
一
・
第
三
・
第
四
火

曜
日

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時

三
十
分

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

会
費

月
額
千
五
百
円

申
込
・
問
合
せ
先

菊
地
(
　
八
八

七
-
二
七
九
三
)
、
石
川
(
　
八

九
七
-
一
八
七
七
)

□
足
立
区
民
大
合
唱
団
の
集
い

足
立
合
唱
連
盟
で
は
、
第
二
回
合

唱
県
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
特
に
男
声
の

方
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

蹄
U
日
時
毎
週
土
曜
日
午
後
三

時
～
五
時

練
習
場
所
栂
鳥
第
一
小
学
校
音
楽

室
(
上
履
持
参
)

対
象

経
験
を
問
わ
ず
、
合
唱
に
興

昧
を
お
持
ち
の
高
校
生
以
上
の
男

女
問
合
せ
先

梅
鳥
第
一
小
学
校

新

谷

　
八
八
九
-
○
三
三
四

□
3
B

体
操
協
会
1
0周
年
全
国
大
会

の
無
料
招
待
券
を
差
し
上
げ
ま
す

招
待
券
配
布
枚
数

百
枚
(
先
一
順
)

全
国
大
会
日
時

六
月
大

日
(
木
)

正
午
～
午
後
三
時

場
所

日
本
武
道
館

出
演

岡
田
真
澄
、
芹
洋
子
他

申
込
・
問
合
せ
先
3
B
体
操
協
会

東
京
本
部
　
六
七
一
-
一
四
六
□

青
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時

五
月
三
十
一
日
(
日
)
午
前

十
時
～
午
後
四
時

場
所

第
五
中
学
校

内
容
バ
ユ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
(
レ

ー
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ム
な
ど

対
象

青
年
男
女

費
用

無
料

持
参
す
る
も
の

体
操
署
、
運
動
靴
、

昼
食

主
催

足
立
サ
ー
ク
ル
連
合

申
込
・
問
合
せ
先

青
年
館

高
井

八
九
〇
-
○
○
六
―

□
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

練
習
日
時

毎
週
月
曜
日

午
後
六

時
三
十
分
～
八
時

場
所

区
立
第
九
中
学
校

対
象

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

弥
生
第
ニ
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団

野
口

　
八
八
六

一
二
八
四
八

投
稿
規
定

▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
、催
し
も
の
、

講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
ハ
ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内

▼
住
所
、
氏
名
、
団
体

名
、
電
話
番
号
、
質
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記

▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可

▼
掲

載
、
不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん

▼
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
翦

▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
一
宿一
千
住
一
丁
目
四
-

一
八
)

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

ご
存
知
で
す
か

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

あ
な
た
は
、
こ
の
手
当
の
制
度
に

骸
当
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
手
当
は
、
日
本
国
民
で
区
内

に
住
所
が
あ
り
、
次
の
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

要
件
に
該
当
し
て
、
手
当
を
支
給

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
あ
な
た
自
身

で
申
脯
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ

い
。手

続
き
を
し
な
い
と
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
は
申
謂

の
翌
月
分
か
ら
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

□
児
童
扶
養
手
当

十
八
歳
未
崗
(
中
度
以
上
の
陣
害

を
有
す
る
児
童
は
二
十
歳
未
淘
)
で

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
児
童

▼
父
母
が
曜
婚

▼
父
親
が
死
亡

▼
父
親
が
生
死
不
明

▼
父
親
に

一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▼

父
親
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る

▼
父
親
が
い
な

い
(
母
親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し
た
児
童
で
父
親
か
ら
認
知

さ
れ
て
い
な
い
)

▼
父
親
が
重

度
の
障
害
を
有
す
る
(
身
体
障
害

者
手
帳
一
・
二
級
程
度
が
該
当
)

支
給
制
限

所
得
が
限
度
額
以
上
の

方
、
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
る

公
的
年
金
(
遺
族
年
金
、
毋
子
年

金
等
)
を
受
給
し
て
い
る
方
、
お

よ
ぴ
児
童
か
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

手
当
額
(
月
額
)

児
童
一
人
・・・二

万
九
千
三
百
円
・
二
人
・、一
三
万
四

千
三
百
円
・
三
人
以
上
は
一
人
に

つ
き
二
千
円
を
加
算

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

二
十
歳
未
満
で
、
心
身
に
重
度
お

よ
び
中
度
の
障
害
を
有
し
、
次
の
'い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

▼
精
神
薄
弱
で
、
愛
の
手
帳
一
～

三
度
程
度

▼
身
体
障
害
で
、
身

体
陣
害
者
手
帳
一
£
二
級
程
度

支
給
制
限

所
得
か
限
度
額
以
上
の

方
、
廃
疾
を
理
由
と
す
る
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
、
お
よ
び
児
童

が
施
般
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん

手
当
額
(
月
額
)

重
度
・・・
児
童
一

人
に
つ
き
三
万
三
千
八
百
円
、
中

度
・
:児
童
一
人
に
つ
き
二
万
二
干

五
百
円

問
合
せ
先

児
童
手
当
係

都市計画道路前期事業化
予定路線が発表されました

東京都は23区内に計画している、都市計画道路
の前期事業化予定路線を発表しました。足立区関
係路線は次の10路線( 11 ヶ所) です。

問合せ先 街路計画担 当

前期事業化予定路線( 12, 100m)

防
犯
灯
設
置
に
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

幅
員
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
の

私
通
に
股
一
す
る
防
犯
灯
に
対

し
、
嘩
摩
工
事
費
の
八
割
の
助
成

金
が
出
ま
す
の
で
、
町
・
自
冶
会

で
防
犯
灯
設
置
計
画
の
あ
る
団
体

は
、
お
早
め
に
申
謂
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先

第
二
庁
舎
街

路
照
明
係

　
八
八
九
上
(
一

六
一

あ
な
た
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
技
術
、
場

所
、
時
間
を
あ
な
た
の
許
す
範
囲
内

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ご
提
供

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
達
が
地
域

社
会
に
参
加
し
、
ま
た
か
ら
だ
の
機

能
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
方
々
の
お
手
伝
い
(
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
)
を
待
っ
て
い
ま
す
。

□
手
芸
サ
ー
ク
ル
の
手
伝
い

現
在
、
手
芸
の
技
能
を
持
っ
て
い

な
く
て
も
、
サ
ー
ク
ル
の
中
で
講
師

に
教
わ
り
な
が
ら
習
得
し
た
方
で
、

サ
ー
ク
ル
の
お
世
話
そ
し
て
い
た

だ
け
る
方
な
ら
結
構
で
す
。

□
外
出
す
る
時
の
お
手
伝
い

レ
ク
リ
ェ
ー

てヽ

ン
や
所
用
で

外
出
す
る
時
、
自
助
車
で
送
迎
し

て
い
た
だ
け
る
方
や
介
助
し
て
い

た
だ
け
る
方
。

□
器
楽
演
奏
・
書
遭
・
齢
・
絵
画

等
の
技
能
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

一
篇
に
サ
ー
ク
ル
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方

※
そ
の
他
障
害
者
の
手
伝
い
が
で

き
る
と
い
う
方
は
、
ご
連
絡
・
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ
先

心
身
障
害
橸

祉
セ
ン
タ
ー

　
八
八
三
上
(
I

七
一

敬
老
入
浴
券
・

巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス

□
敬
老
入
浴
券
の
ア
ン
ケ
ー
卜

区
で
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
、

膺
七
十
歳
以
上
(
明
冶
四
十
四
年
四

月
二
日
以
前
の
出
生
の
方
)
で
、
ご

希
望
の
方
に
敬
老
入
浴
券
を
差
し
あ

げ
て
い
ま
す
。

今
年
も
「
敬
老
入
浴
券
ア
ン
ケ
ー

ト
」(
往
復
ハ
ガ
キ
)
を
発
送
し
ま

し
た
。

ま
だ
ア
ン
ヶ
-
卜
に
回
答
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
記
入
の
う

え
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
ハ
ガ
キ
」
が
届
い
て
い
な
い
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
入
浴
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
送
迎
バ
ス
で

「
老
人
会
館
」
ま
た
は
「
足
立
新
生

苑
」
に
行
き
、
寝
た
ま
ま
で
入
浴
し

て
い
た
だ
く
制
度
と
、
送
迎
が
困
難

な
場
合
に
は
、
直
接
対
象
の
方
の
お

宅
に
浴
槽
を
持
ち
込
ん
で
入
浴
を
行

う
二
つ
の
制
度
か
あ
り
ま
す
。

対
象
の
方
は
、
区
内
在
住
で
六
十

五
歳
以
上
の
‘寝
た
き
り
の
方
で
医
師

が
入
浴
可
能
と
認
め
た
方
、
原
則
と

し
て
、
家
族
が
一
名
介
護
者
と
し
て

入
浴
の
付
添
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
・
問
合
せ
先

い
ず
れ
も
、
老

人
福
祉
係

手
続
き
は
お
早
め
に

看
板
・
日
除
け
の
道
路
占
用
申
請

道
略
は
、
皆
さ
ん
か
生
活
す
る

う
え
で
、
欠
く
こ
と
か
で
き
な
い

公
共
施
設
で
、
人
や
車
が
通
行
し

た
り
す
る
ほ
か
様
々
な
形
で
便
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、自
分
勝
手
に
道
路
に

物
を
置
い
た
り
、看
板
・
日
除
け

等
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
区
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
よ
う
、
条
例
や
規

則
等
で
道
路
上
の
不
法
な
占
用
や

使
用
を
規
制
し
て
い
ま
す
か
、
看

板
・
日
除
け
に
つ
い
て
は
、
道
路

の
上
空
で
交
通
の
支
障
と
な
ら
な

い
範
囲
で
あ
れ
ば
、
遭
路
占
用
許

可
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

早
急
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

申
請
書
(

配
布
済
)
に
住

所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う

え
押
印
し
、
物
件

の
道
略
上
へ
の
出

幅
、
延
長
、
略
面

か
ら
の
高
さ
を
記

入
し
て
郵
送
、
ま
た
は
窓
口
に

持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請

書
を
紛
失
し
た
方
は
、
印
か
ん

を
持
参
の
う
え
窓
口
へ

占
用
料
▼
看
板
・
・
・
表
示
面
積
(

出
幅
×
延
長
)
に
対
し
、一
平

方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
年
間
四
千
百
六
十

円
(
た
だ
し
、両
面
の
場
合
は
、

表
示
面
積
は
片
面
一
・
五
倍
に

な
り
ま
す
)
▼
日
除
け
…
占
用

面
禎
(
出
幅
×
延
長
)
に
対
し
、

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
年
閥
千
十
円

占
用
料
の
減
額
看
板
に
つ
い
て

は
、
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
物
件
に

対
し
、
減
額
の
措
置
か
あ
り
ま

す
(
左
表
の
と
お
り
)

申
請
・
問
合
せ
先

占
用
係

受
付
け
し
ま
す

育
英
資
金
貸
付

け

昭
和
五
十
七
年

四
月
か
ら
高

校
・
大
学
に
進
学
豕・予
定
し
て
い

る
方
、
ま
た
は
在
半
中
の
方
で
、

足
立
区
青
英
賢
金
の
賢
付
け
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
で
受

付
け
ま
す
。

募
集

人
員

▽

高

校

生
・
=
七

十
名

▽

大

学
生
・・
・
十

二

名

貸

付

金

額

▼

修

学
賢

金

・
t
f校

月

額

八
千

円
(

国

公
立
)

・
二

万

円
(

私

立
)

、
大
学

月

額

一

万

七
千

円
(
岡

公
立
)
・

二
万

九

千

円
(

私

立
)

ヽ

▼
入

学
賢

金

・
・・
高

校
三
万

円

、
大
学

五
万

円

応
募
資
格

▽
区
内
に
一
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方

▽
都
内
の

大
学
匐
よ
ぴ
高
校
に
在
学
し
て

い
る
万
(
昭
和
五
十
七
年
度
の

入
学
者
を
含
む
)
▽
学
業
成
績

が
優
秀
で
心
身
と
も
に
健
全
で

あ
る
こ
と

▽
同
種
の
学
賢
金

を
他
か
ら
倍
り
受
け
て
い
な
い

こ
と

募
集
期
間

六
月
石

ヱ

ー十
日

発
表

十
一
月
中
旬
予
定

貸
付
開
始

昭
和
五
十
七
年
四
月

く
わ
し
く
は
、
学
務
第
二
課
振

興
係
へ
。

完
全
参
加
と
平
等

国
際
障
害
者
年

1981年
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催
し
物
・

募
集

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

緑化啓発見学会

区では
、皆さんに緑の大切
さ

を認識していただくために
、次

のとおり緑化啓発見学会を行い

ます
。ご参加ください
。

日時
六月五日
(金
)午前九時

～午後五時頃

見学地
清澄庭園
、国立科学博

吻館付
属自然教育園

参加資格
区内在住の二十
歳以

上の方
費用
無料

定員
四十名
(抽選
)

申込方法
必ずハ
ガキ
を
使用

し
、緑化啓発見燮
E参加希望

と明記し
、住所
、氏名
、一
話

番号を記入して
申し込んで
く

ださい
申込期限
五
月
二十五
日
(必

着
)

申込・
問合せ先
緑政係
(〒川

千生一
-四
-一八
)

緑
化
講
演
会

日時
六月二日
(火
)午後一
時

三十分
場所
産葉振興館
(区役所隣
)

対象
区内に在住・
在動の
方

演題
果樹の
実のならし方
(せ

ん定方法の実技も実施
)

講師
都立六厩園管理所
内藤

宏氏

※先着五十名の方に「
粗品
」を

差しあげます
。

問合せ
先
緑政係

区民芸能大会

区民の
皆さんの熟演をどうぞ

ごらんください
。

日時
五月三十日
(土
)午前十

時～午後四
時

場所
竹の塚社会教育館

内容
日舞
、民開
、詩吟など

入場料
無料

※出場考は
、すでに募集して
決

まっています
。

問合せ先
経済課内足立区観光

協会事務局

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

弓
道
教
室
・
無
料
公
開

□弓場教室

日
時
六
月
十
二
日
ヱ
ー
十
日
(
毎
週
火
・
金
曜
日
、
六
回
)
、
(
オ
リ

ェ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
六
月
五
日
)
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時

対象
初心者で
十五歳以上の方

定員
五十名
(先着順
)

費用
▽中学生・
。・百円
▽
高校

生以上・三
百円
(各回
)

※
参加者はオリェンテー
シ
'ン

の前までにヘルスチヱ
。クを受

けて
いただきます。

実施日は、水曜日
(午前十時

～
午後七時
)と日曜日
(午前十

時～
午後三
時
)です。

申込方法
五月二十日
(水
)午

前九時から直接または電話で

場所・
申込・
問合せ先
い
ずれ

も、総合スポーツセンター

　八五九
-八二一一

□ス
ポーツ
セン
ター無料公開

日
時
毎月第四土曜日
<五月二

十三日
)

※テニスコー
ト・
ス
ポーツサウ

ナ
ーエアーラ
イフル場を除き無

料で
利用で
きますか
、運助着・

くつの
持参かないと利用できま

せんのでご注意ください
。

足立区
少年

剣道大会

日時
六月十四日
(日
)▽受

付
午前八時～八時
三
十
分
(

時間厳守
)▽開会
午前

九時
場所
総合スポーツセンター

参加資格
区内在住・
在学の小

・
中学生男女

持ち物
参加者は防具持参

定員
千二百名
(先着順
)

試合内容
各学年別佃人戦とし

決勝卜
-ナメント峨とし
ます

※ただし
、小
学一
年～三年生は

予遇のみとする
。

申込期間
五月二十日二
一十日

申込方法
往復ハガキに
、住所

氏名
、性別
、身畏
、学校名
、

学年
、所属団体名
、剣道麼

毎週の練習回数
、段位
(中学

生のみ
)を記入するこ
と

注意事項
▽区内の
剣友会・
道

場等に所属する者は
、その団

体に
】括して申し込みして
く

ださい
▽当日は駐車券の
な

い車は
、入車で
きません
(駐

車券の発行は
、交通事情等を

勘案して
発行します
)

その他
賞品多数
、参加者全員

に参加賞があります

申込・
問合せ先
体育課少年剣

道大会担当
(〒旧千住一
!四
-

一
ら野外活動講座

野外活励の
'基礎的な知識・
技

術
が習綿で
きる講習会です
。修

了者のいる子供会には
、キャン

プ場
、用品等の貸出します
。

日
時・
場
所
▼
六月
七日
(日
)

午
前
九時～
正
午
』
=竹の
塚
社会

教
育館
▼
六月十四
日
(日
)

午
前
九時～
午
後五
時・・・元
溯江

公
園
(雨天
の
場合
は
、竹の
塚

社
会教
育
釦
)

対
象
区
内少
年団
体の
育成
指導

者

定員
八十名
(先着順
)

申込方法
直接一
話で

申込・
問合せ先
青少年係

楽しみませんか

区内キャン
プ

身近な場所でキャン
プができ

ます
。ご利用ください
。

開設期間
七月四日～九月五日

開設場所
元
渕江公園の一
部

利用方法
二
泊三月を限度とし

午後一
時入場
、午前十時退場

利用対象
地区少年団体協嶬会

に届出のある子供会で野外盾

勳講座の修了者かいるもの

抽選日
時
六月三日
(水
)午後

三時
抽選場所
竹の塚社会教育館

※なお
、六月四日
(木
)以後は

直接青少年係まで
。

申込・
問合せ先
青少年係

手
芸
教
室

日時
六月十日
(水
)午後一
時

～四時
場所
東部センター

内容
木目込人形

対象
区内在住・
在勤の婦人

定員
三十名
(先着順
)

費用
千百円程度
(材料費
)

申込方法
直接または電話で

申込・問合せ先
東部センター

　六〇五
-七一〇一

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
編
物
(
手
編
)

日時
六月八日～十二日
(延五

口
閧
)、午後一
時～四
時

場所
内職禰導所

定員
三十五名
(先着順
)

受講料
無料

申込受付
五月二十日午前九時

申込方法
住所の
確認ができる

もの
(健康保険証等
)をもっ

て
直接窓口へ

申込・
問合せ先
内
職
補
導所
(

千住曙町三九
!七
　八八

八一
七三四六
)

花
畑
セ
ン
タ
ー

□トマトを使った栄養料理

日
時
六月二
十三日
(火
)

午後二
時～四
時

定員
三十名
(抽選
)

費用
材料費として三百円

□
ビーズのコ
サー
ジ

日
時
六月三十日
(火
)

午後一
時～
四
時三十分

定員
二十名
(抽選
)

費用
材料費として
七百円

申込方法
いずれも材料費を嵋

えて
直接窓口まで

※対象は、い
ずれも区内在庄・

在動の
'婦人

場所・
申込・
問合せ先
い
ずれ

も、花畑区民センター
　八

五〇
-二
六一
七

映
画
の
タ
ベ

日時
五月三十日
(土
)
　

午後六時～八時

場所
教育センター

題名
幸福の黄色いハンカチ

定員
先着百五十六名

費用
無料

問合せ先
教育センター

　八五〇
-八八〇一

特別区職員
(大学卒程度
)募集
職種・試験区分・採用予定数・

受験資格
上表の
とおり

※受験資格の詳細は
、採用試

験公
曾を参照してください
。

申込期間
▼
郵送申込期限・・・

六月五日
(当日消印有効
)

▼持参申込上
(月八日～十

日
午前十時～午後四時

申込先
▼郵送申込
、・・特別区

人
事委員会事務局任用課
(

〒
1
0
2

千代田区
九段北一
―一
1

四
東京区政会館内
)

▼持参申込・
=各区役所人事

担当課
、または郵送申込先

と同様

試験日
七月十九日
(日
)

問合せ先
特別区人募委員会

　二六五
―○六七一

※ 資格・免肝については昭和57年3H31 日までに資格免許
収得見込の考も受験できます,

六月一日から

変わります
学校開放

利用対象
青少年こ
般社

会教育団体に開放します

団体登録方法
区役所七階

施設係で受付けます

持参する物
団体規約一
会

員名簿・
代表者の印かん

利用申請方法
従来どおり

学校へ
申謂します

※なお
、利用できる学校は

原則として一
校とします

問合せ先
社会教育部管理

課施設係

相 談

区
民
相
談
室
午
後
一
時
～
四
時

▽法律相験…………………毎週木曜
H

(
第
二
庁
舎
第
二
水
曜
日
の
み
)

▽税務相談…………
………紅週金曜
H

▽行政相談…
………
…
毎川第二金曜日

▽人権身の上相談……毎月第三金曜日

安売りデー

青果物……………
…毎月第三水曜日

《橡のノレンのあるお店
》

水産物……
…………毎月第三金曜日

《青のノボリのあるお店
》

豚
肉
…
…
…
…
毎
月
第
二
・
四
土
曜
日

<赤のノポリのあるお店》

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
推
せ
ん
と
ご
提
供
を

善
行
青
少
年
と
遊
休
地

□善行青少年のご推せんを

智さんの住む地域内で
、善

い行い
をした青少年がいまし

たらご推せんください。

推せん対象
区内に在住・
在

勤・
在学の十八歳未崗の方

行為基準
▽勇気や親切を示

し、周囲を明るくした行い

▽公徳心を高める行い

▽
自立心に富んだ行い

▽
誠実・
責任・
男力か認め

られる行い

推せん方法
地域内で咳当す

る青少年がい
ましたら、各

青少年対策地区委員会
(事

務局は出張所
)までご推せ

んください

推せん期限
六月六日

□子供たちのために、遊休地

をご提供ください

都市化が進み、あき地が少

なくなり、交通量も激増した

ため、今の
'子供たちにとって

の遊ぴ場は。ごく限られた鳩

所し
かなくなってしまいまし

た。区で
は、この状況に対応

するため公園や児童遊園の設

置に力を入れていますが、ま

だ十分ではありません。そこ

で区では、子供たちのために

「
民間道ひ
場」の制度を股け

て新し
く砂場、子供の広場を

設置する場合には股置費を、

その
後毎年広場の大きさによ

り運営費を補助して
います。

これは、地主の方々
に遊休

地をご提供いただき、地区の

方々
が管理委員会を設置して

管理運営を行って
もらうもの

で
す。

現在、幼児の
ための砂場十

か所、子
供の
広場二十七か所

が民間遊び堝として
運営され

ています。

くわしくは、いずれも青少

年対策担当へ
。

図
書
館
が

休
館
し
ま
す

本
の
特
別
整
理
の
た
め
、
休

館
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▼
中
央
・
新
田
・
常
東
・
花
畑

図
一
館
二
(
月
一
日
(
月
)
～

十
五
日
(
月
)

▼
千
生
・
宮
城
・
中
川
・
竹
の

塚
図
一
館
上
(
月
十
四
口
(日
)

～
二
十
(
日
(
日
)

※
な
お
、
や
よ
い
図
書
館
は
、

特
別
整
理
は
し
ま
せ
ん
。

掲
示
板

労働基本講座

期間
六月三日～
七
月
二
日
(

延九日間
)

時間
午後六時～
八時三十分

場所
北部労政会館

対象
都内在住の
労働者、使

用者、一
股
都民

費用
無料

定員
百名
(先着順
)

申込期限
六月一百
(必着
)

申込方法
電話または往復ハ

ガキ
申込・
問合せ先
王子労政事

務所【
〒Ⅲ北区
岸町一
-六
-

一
七
　九〇〇―
○一
】

七
)職業訓練生募集

募集期間
六月一
日～
十八日

科目
ビル管理

対象
義務教育修了者で、五

十歳以上の
方

募集人員
三
十名

訓練期間
六ヵ
月

選考日
六月二十三日

入校日
七月一
日

問合せ先
亀戸高等職業馴練

校
　六八三
-○三四一

電話相談と
展
示
会

日時
五月二十八日
(木
)・

二
十九日
(金
)午前十時～

午後四
時

場所
サミ
yトユ
ト
ア
横
内
(

五反野駅前
)

問合せ先
梅鳥電報一
話局

　八八六
I五〇〇〇

融資限度額が

改正されました

国民
金融公庫では、普通貸

付、経営改善貸付、倒産対策

貸付、その他の‘特別貸付が四

月から融資限度額が引き上げ

られました。

くわしくは、国民金融公庫

千住支店
(　八八一
-六一
七

五
)へ
。無料住宅相談

住宅に閧する法律・
税金の

こ
となら何で
も相談に応じま

す。お気軽に
どうぞ。

法律相談
毎週水曜日

税金相談
毎週月・
金曜日

※時閊は、い
ずれも午後一
時

～
五時
(ただし、祝日を除く
)

場所・
問合せ先
住宅金融公

庫
(文京区
後楽一
-四
-一

〇
後楽園球場前
　八一

二
-一
】一
こ

パートタイマ
ーの

出
張
相
談

日時
五月二十八日
(木
)

午後一
時～四時

場所
区役所第二庁舎会議室

内容
パートの求人求職相談

問合せ先
足立職安職業相鮫

グループ
　八八二
-こ一

八七国
立
公
文
書
館
開
館
1
0
周
年

記念展示会

開催日時
五月二十三日
(土
)

まで
午前十時～午後四
時

開催場所
国立公文一
館
(東

西橡竹橋下
車徒歩三分
)

その他
入場無料

問合せ先
国立公
文一
館
　

二一
四
I
O六ニ
ー

高齢者職業相談

◎区役所相談室
(一
階
)…
毎

月第四火曜日

◎竹の塚センタ
ー
(二階
)・
=

毎月第四
木曜日

※時間は
、い
ずれも午前十時

～午後三
時

問合せ先
墨田
高齢者無料職

業紹介所
　六二五丿七六

六八
、または区高齢者事業

団
　八七〇
-六二二二

ボランティア

スクール開講

期間
六月十日～十二日
午

後一
時三十分
!二時三十分

場所
心身障害福祉センター

対象
一
般区民

定員
五十名
(先着順
)

申込方法
電話で
申し込んで

ください

申込・
問合せ先
社会福祉協

躪会
　八八八
-一五五〇

家内労働法を

守りましょう

五月二十一
日から三十一
日

まで
、労働省主唱により家内

労働旬間が行われます
。

家内労一
者の労働条件の
向

上のため
、委託
者
、家内労働

者の方々
は
、家内労働手帳の

交付と受領の励行
、およひ家

内労働による災害の防止に男

めまし
Iつ
。

くわしくは
、足立労働基準

監碍署
(　八八二上
一
八七
)

へ
。精神障害者の

家族相談

日
時
五月二十四日
(日
)午

後一
時～四時三十分

場所
梅鳥会館
(梅島三上一
-

五
)

問合せ先
足立区精神障害者

の家族会
(あしなみ会
)　四

六〇上
(三〇九
(昼
)、また

は
　八九七
1
0二九三
(夜
)

青い鳥はがき
配
布中

郵政省で
は
、身体障害者福

祉強調運動にちなんだ青い鳥

はがきを
、次の要領で無料配

布しています
。

対象
身体障害者手帳一・
二

級で
崗六歳以上の方

申込方法
郵
便局
、裲祉事務

所に備え付けの用
紙に記入

し
、身体障害者手帳を持つ

て
お近くの郵便局へ

配布期限
五月三十
五

配布枚数
一
人につき二十枚

問合せ先
お近くの郵便局

鉄道妨害防止

運動実施中

国
鉄
で
は
、
五
月
二
十
一
日
～
(
月
十
日
ま
で
の
間
、

鉄道妨害防止運動を実施

し
ます
。

次の行
為は絶対にやめ

ましょう
。

◎線路に石や吻をおかな

いこと
◎列車や一
車に石や物を

なけないこと

◎ふみ
きりの
非常ボタン

を
、いたずらしないこと

お礼
育英資金賃付
事業

へ
次の方から寄付が

ありました
。

▽足立区立第八中学校
P
T
A Y. SE　239, 000


